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芯抜き
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芯抜きは、描画材である木炭の中心部にある芯を取除く
ための針金状の用具です。
木炭の原料には、木の幹（幹材）を子割にしたものと枝
部分（枝材）を利用したものがあり、それらを炭化させ
て作られています。枝材には、中心部を通る道管があり、
焼成によって外側部分と性質が異なる炭となります。そ
の部分を「芯」と呼び、描画に使用する外側部分と色味
が異なり、定着も悪いため、作品に影響を与える場合が
あります。芯抜きを用いて、あらかじめ丁寧に芯を取り
除くことで、支障なく描画することができます。
芯抜きの主な種類としては、やや堅めの真鍮製針金で、
先端に螺旋状の加工がされたものと、細い針金同士をね
じり合わせ一本の針金とし、先端に極小ブラシが付いた
ものなどがあり、共に 20cm 程度の長さです。一般的に
は、真鍮製のものが太い木炭用で、ブラシ付きのものが
細い木炭や仕上げ用として利用されます。
木炭の芯の抜き方としては、まず、真鍮製の芯抜きを使
います。鋭利な先端を芯部分に差し、ひねることなく
ゆっくりと、突き抜けるまで押し入れます。ただし、反
りの強い木炭や硬い芯に、無理に押し込むと、木炭の折
れや抜けなくなる場合がありますので、力の加減には注
意しましょう。次にブラシ付きの芯抜きを使います。針
金部分の方から貫通した穴に通し、ブラシ部分をくぐら
せることで、さらに余分な芯を取除きます。また仕上げ
として穴に強めの息を吹きかけたり、穴を下に向けて床
面などの硬い面で、木炭を軽くノックすると、よりしっ
かりと芯を取り除けます。細い木炭の場合は、ブラシ付
の芯抜きの針金部分のみを使って、ひねりながら貫通さ
せ、何度か前後させながら穴を拡げて芯を取り除きます。
ブラシ部分が穴を通りそうであれば仕上げにくぐらせま
す。（無理に通すと抜けなくなる場合があります）
取り扱いの注意として、芯の有無や木炭の径の大きさを
確認してから芯の抜きを使用しましょう。栗・樺（かば）
などは幹材で芯が無い木炭なので、そのまま使用しま
す。芯を抜いている途中で芯抜きが前後に動かなくなっ
た場合は、木炭を折り分けて芯抜きを取り出します。芯
抜きの保管の際は、変形しないようにケースなどに入れ

芯抜き
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木炭（原料：枝材）の芯
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木炭（太軸）の芯抜きと調整
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ましょう。
芯抜きは、一般的な画材店などで購入できます。

手順 1.　先端が螺旋状になっている真鍮製の芯抜きを木炭の芯部

分に差し、ひねらずに押し入れます。

手順 2.　何度か芯抜きを前後させます。

手順 3.　軽く叩くなどして、余分な芯を取り除きます。

手順 4.　次に、ブラシ付の芯抜きを用意し、ブラシが付いていな

い方の針金部分から穴に通します。

手順 5.　穴から針金の先端が出てきたら、先端を引っ張り、ブラ

シをゆっくり穴の中をくぐらせます。仕上げに、再び軽く叩いたり、

息を吹きかけるなどして余分な芯を取り除きます。

手順 6.　カッターなどで、先端を削り、描きやすいように調整し

ます。
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手順 7.　完成

木炭（細軸）の芯抜きと調整

手順 1.　細軸の木炭の場合は、ブラシ付きの芯抜きのみを使用し

ます。

手順 2.　ブラシが付いていない方の針金部分から木炭の芯部分に

差し、ひねりながらに押し入れます。

手順 3.　何度か芯抜きを前後させます。

手順 4.　再び軽く叩いたり、息を吹きかけるなどして余分な芯を

取り除きます。（ブラシ部分が穴を通りそうであれば仕上げにくぐ

らせます。ただし、無理に通すと抜けなくなる場合があります）

手順 5.　カッターなどで、先端を削り、描きやすいように調整し、

完成。
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